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県内で発生した非定型Salmonella Typhimuriumによる牛サルモネラ症の疫学解析 
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【はじめに】 

家畜のサルモネラ症は種々の血清型のサルモネラに起因する感染症であり、下痢・敗血

症を主徴とした急性あるいは慢性の伝染性疾病である。Salmonella Typhimurium（ST）は

サルモネラ症の原因血清型として重要視されており、家畜伝染病予防法における届出伝染

病に指定されている。近年STの 2 相鞭毛抗原が発現しない変異株である血清型 4:i:-（非

定型  ST ）の分離頻度が上昇して問題となっているが、非定型STはSTと病原性等性状も同

様であることから [1] 、平成30年度より非定型STについても、届出伝染病（ST）として取

扱うこととされている [2]。 

今回、愛知県内の酪農家（農場 A ）において非定型STによるサルモネラ症が発生した。

県内では、平成30年度から令和 5 年度の間に豚で20事例の非定型STによるサルモネラ症が

発生しているが（表 1 、図 1 ）、 牛での同疾病の発生は本事例が初である。これを踏まえ、

本事例で分離された牛由来非定型STと本県で過去に分離された豚由来非定型STの薬剤感受

性調査及び分子疫学的解析を実施し、牛由来株と豚由来株の関連性について調査した。 

 

 

【材料と方法】 

材料として A 農場で非定型STと同定された株及び過去20件の事例で分離された非定型ST

を用いた（表 2 ）。 血清型別はサルモネラ（ 4:i:- ）の同定法マニュアルに基づき [1] 、

市販免疫血清を用いる従来法と、遺伝子学的検査を用いた非定型STの同定を行った他、県

内株と国内流行株の遺伝的背景を比較するため、STをゲノム系統から 9 つの遺伝子型に区

別するアレル特異的 PCR(AS-PCR) による SNP 遺伝子型別を実施した [3] 。 

畜種及び地域別の薬剤耐性パターンを比較するため、農場 A の環境由来株 7 株及び牛由

来株 3 株、過去に同一由来株による続発が確認された同市内の養豚農家（農場 B 、 C ）及

表１ 愛知県のサルモネラ分離状況（H28～ R5 年度） 

図 1  非定型 ST の発生状況 
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び他市町村養豚農家（農場 D 、 E ）由来の非定型 ST4 株について12薬剤（アンピシリン、

セファゾリン、セフォタキシム、ストレプトマイシン、カナマイシン、ゲンタマイシン、

コリスチン、テトラサイクリン、ナリジクス酸、エンロフロキサシン、ST合剤、クロラム

フェニコール）を用いた一濃度ディスク拡散法（ディスク法）の結果を比較した。また、

各農場分離株の近縁関係を調査するため、農場 A の糞便及び環境由来株と農場 B ～ E 由来

株でパルスフィールドゲル電気泳動 (PFGE) を利用したゲノム DNA の切断パターンによる

分子疫学的解析を実施した。 

その他、県内での薬剤耐性傾向をより詳細に調べるため、ディスク法で発育阻止円の大き

さ に ば ら つ き の 見 ら れ た ア ン

ピ シ リ ン 、 カ ナ マ イ シ ン 、 ク

ロ ラ ム フ ェ ニ コ ー ル 及 び デ ィ

ス ク 法 で 正 確 な 判 定 結 果 が 得

ら れ な い 可 能 性 が 指 摘 さ れ て

い る コ リ ス チ ン に つ い て は [4] 、

平 成 28 年 度 か ら 令 和 5 年 度 ま

で の 非 定 型 ST 分 離 全 事 例 か ら

１ 株 ず つ 抽 出 し 、 寒 天 平 板 希

釈 法 に よ り 最 小 発 育 阻 止 濃 度

（ MIC ） に つ い て 調 査 し た 。 

 

【結果】 

従来法と遺伝子学的検査及び SNP 遺伝子型別の結果、農場 A から分離された株は、 2 相

H 抗原の発現を規定する遺伝子領域を欠失した非定型STの一塩基多型 9 型で、その他の豚

由来株とも同じだった（表 3 ）。  

一濃度ディスク拡散法の結果、 A 農場由来株に多剤耐性の傾向は認められず、10株すべ

てがテトラサイクリンにのみ耐性を示した。豚由来株ではそれぞれ 0 ～ 5 剤への耐性が認

められ、牛由来株と同様の耐性パターンを示す株はなかった（表 4 ）。  

 

 

表 3  血清型別及び遺伝子学的検査結 表 4  ディスク法による薬剤耐性パターン 

表 2  材料  
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分子疫学的解析では、PFGE

においてA農場の牛由来株2株

及び環境由来株１株は全て同

一泳動パターンを示した。一

方、豚由来株との比較ではB、

C、D農場由来株3株で7本以

上、E農場由来株１株で5本の

バンドの相違がみられた。 

PFGEの結果はTenoverらの基

準に基づき[5]、泳動像でみら

れるバンドの差異から、同一

の流行株である可能性の低い

バンド数の差異 4 本以上をロ

ーマ数字で、同一流行株の可

能性が高いバンド数の差異 3

本以下をアルファベットで区

別して分類すると、 A 農場由

来株は I 、同市内の B 、 C 農場

由来株はⅡa,b、他市内の D 、

E 農場由来株はそれぞれⅢ、

Ⅳに分類された（図 2）。 

寒天平板希釈法の結果、 A

農場由来株は使用薬剤すべてに感受性で低い MIC を示したのに対し、豚由来株ではアンピ

シリンで 90% 、クロラムフェニコールで 40% が耐性を示し、特にアンピシリン耐性株は

MIC も高値を示す傾向があった（表 5 ）。  

 

【考察】 

従来法と遺伝子学的検査の結果から、 A 農場由来株及び過去の豚由来株は近年国内で優

勢とされている [3] 非定型STと同様の遺伝的背景を持つと推測された。また A 農場の牛由

来株及び環境由来株で同様の薬剤耐性パターンがみられ、PFGE像が一致したことから、農

場内に広く同一株が浸潤していると考えられた。一方、 A 農場由来株と豚由来株とのPFGE

像の比較では、バンド 3 本以内の変異の場合に近縁度が高い同一由来株とすると、牛由来

株と豚由来株の由来は異なることが示唆されたが、同市内の養豚農家では疫学関連が示唆

された。豚由来株では多剤耐性傾向及び高い MIC を示す株が多く、抗菌剤の多用による影

図 2  PFGE 結果 

表 5  寒天平板希釈法による判定結果及びMIC 
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響が考えられた。これらの薬剤耐性菌が感染すると抗生剤による治療が難しくなることが

予想されるため、適切な薬剤選択による治療を行うことで薬剤耐性菌の出現を防ぎ、飼養

衛生管理基準の順守による農場内への蔓延を予防及び地域への拡散を今後も防止すること

が重要である。 
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